
    年  月   日   週目 主日礼拝  変    主 愛 約束           
   書 神様 変    愛  下     内容    神様 私 愛  下          攻撃    時  私     思          騙     変 

   愛  下      神様 変     私達 勝利 与  下      

1.主の救いの愛 2.霊的交わり 3.日本キリスト教国家の成就
▲神様は、イスラエルを救い出したのに、イスラエルの民は罪を

犯し続けてしまった。

①ホセアに、イスラエルの中で一番、姦淫をしている女性を選び

なさいと言われた。どんなに堕落をしていても、イスラエルを愛

しているということを示すために神の命令を下された。ホセア

は、一番、堕落をしていたゴメルを選んだ。ゴメルは、かつての

私達や未信者のことをいう。

②ゴメルは、他の男性と不倫をして子どもをつくり、また、別の

男性と不倫をして、家出をしてしまう。不倫をした男性は、ゴメ

ルを捨てて、売春婦として売り払ってしまう。

③ゴメルを騙した男性は、サタンを意味する。サタンの中にいる

と続けて、サタンの奴隷となり、苦しみを受け続ける。

1)ホセア 3:1
(1)堕落しきったとしても、神様は私達を無条件に愛している。
(2)イスラエルの民は罪ばかりをおかしていたが、それでも、
神様は愛して下さった。

2)ホセア 3:2
(1)ホセアは、奴隷となった妻を買い取った。
―大金を支払って、買い取りをした。

(2)神様は私を愛して下さり、罪の代価を払い、救い出した。
(3)キリストは、私たちのために十字架にかかり、神の愛を明ら
かに表している(ローマ 5:8)。

3)ホセア 11:1~-4
(1)神様は、私達を癒やしてくださる。
(2)神様は私を愛して下さっている。
(3)神様に愛されていても、私達は、神様の愛を忘れてしまう。
(4)変わらない主の愛を受け続けるように。

3)身分と権威
(1)神様は私達に身分と権威を下さった。
(2)変わらない主の愛を見上げていくように。

▲キリストのような救い主はいない。キリストの中に全てある。

〇ホセア 3:3
・ゴメルは罪を犯したが、ホセアは変わらずゴメルを愛して迎え

ていった。そして、ホセアは、自分にとどまるようにいった。

・サタンに騙されてサタンについていくことはないように。

・私達はキリストにとどまる者になるように。

1)1コリント 3:16
(1)私たちの内に聖霊が共におられる。
(2)キリストで十分、完全、満足となるように。

2)ヨハネ 15:4−5(わたしにとどまりなさい)
(1)キリストはサタンの奴隷になった私たちを救い出した。
(2)私達を救い出して、キリストが、私達の内におられる。
(3)キリストにとどまる道が答えの道である。
(4)生きておられるキリストを味わうように。
(5)救いの確信が続けて臨まれるようになる。

3)ヨハネ 14:26-27
・キリストと交われば答えがついてくる。

4)5つの確信
〇サタンはいつでも攻撃をして救いの確信を揺らしてくる。

〇私達が確信を持った時にサタンは攻撃出来ない。

(1)救いの確信―エペソ 1:13
・聖霊で証印をおされた神様の子どもである。

(2)罪の赦しの確信―ローマ 8:34、マタイ 18:21
・キリストが罪を赦してくださった。

(3)勝利の確信―ルカ 10:19
・キリストは、サタンを踏み砕き、私達に権威を下さった。

(4)祈りの答えの確信―ルカ 11:13
・聖霊充満をくださいと祈るように⇒信仰の中に全てある。

(5)導きの確信―詩編 23:1－3
5)イエス様を人格的に認める。
(1)キリストの愛を分かるように。
(2)神様と交わりをすれば、キリストの物が私の物だと分かる
(3)キリストと共にいるから何も問題ではない。
(4)キリストにとどまるため、定刻礼拝、定刻祈りをする。
―サタンに勝利をするようになる。

▲霊的な交わりをしていると、日本をキリス

ト教国家にするほどの恵みがある。

〇ダニエルが、1日 3回の定刻祈りを味わっ
ている時に、ダニエルを通して、バビロン帝

国が神の国に変わった。

〇一つの石がサタン、偶像を打ち砕く。石は、

キリストであり、聖徒(ﾀﾞﾆ2:34－35)。
○日本がキリスト教国家にすることは、神様

の約束である。

1)ホセア 3:5
(1)イスラエルの民は、偶像崇拝の結果た
くさんの苦しみを受けたが必ず帰る。

(2)必ず、この地に神の国が臨まれ、
キリスト教国家が成し遂げられる。

(3)全世界が、神の国家に変えられる。
(4)神様は私を最期まで諦めずに愛する。
(5)霊的な交わりをしていれば、全てを
回復するようになるしかない。

2)ホセア 1:10-11、ホセア 2:21-23
(1)偶像崇拝をしていた民が神の民となる
(2)神の子ども達を用いて伝道の働きを
なされるようになる。

(3)日本をキリスト教国家とする事を信じ
て、サタンと戦うように。

(4)全ての民がキリストを信じる。
(5)神の愛を信じ、神の約束を信じる。



現場地教会（2021 年 6 月 13 日～2021 年 6 月 19 日）
【賛美】 「イエスわが王よ」

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ

私は神のもの ゆえに神にささげん 御心のままにおさめよ 主イエスよ

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ

【使徒信条】

我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン

【メッセージ】 「変わらない主の愛の約束」（ホセア 3:1-5）

【讃美】 404 妙なる神の愛

【祈り】

①教会の祈りの課題

1,全聖徒が御座の祝福を味わう霊的見張り人となり、福音と祈りでミッションを掴み、日本と 237

に働く暗闇と霊的戦いができますように。

2.全聖徒が霊的医者となり、霊的な病で死んでいく日本と237を、御言葉と祈りで癒すことができ

ますように。

3.全聖徒がキリストの霊的サミット大使となり、日本と 237 のサミットを原色福音で生かして育て、

キリストの福音を伝えることによって、日本をキリスト教国家にできますように。

※御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。

②現場地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。

③現場地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。

【フォーラム・祈り】

【主の祈り】

天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄

えとは限りなくなんじのものなればなり。 アーメン

福音宣教教会

祈り題

1. 福音宣教教会(ローマ 16:20、25－27)
2. 主任牧師(使徒 6:4、アモ 3:7、創世記 18:17)
3. レムナント(イザヤ 6:13)
4. 癒し(使徒 19:8－20)
5. 日本神学校、東日本神学校(Ⅱ列 6:8－23)
6. 200 都市(創世記 41:36－38)
7. 1000 大学(使徒 19:9－10)
8. 日本総会教会(使徒 6:4、コロ 4:2－3)
9. 日本 8000 教会(使徒 17:1－3)
10. 本部、柳牧師(138、14、24、、25、00、237)
11. 日本をキリスト教国家とする(使徒 18:9－10)
12. 237 宣教、太平洋・インド洋宣教(マタ 24:14、使徒 1:8)

契約の祈り
(主日礼拝)

1．サタンの奴隷になって、霊的淫乱に溺れ、救われた後も騙されて
過ちを犯す弱い私を変わる事なく愛して救い出してくださる神様の

愛に感謝します。

2．全ての問題の解決者キリストと一つとなってすべてを得ている幸
せを、霊的な交わりで味わうとき、サタンに勝利する聖霊充満が与え

られていることを信じます。

3.礼拝と祈りで変わらず愛してくださるキリストに 24時留まり、25
時の聖霊充満でサタンに勝利し、家庭福音化、現場福音化、日本キリ

スト教国家の成就を見ますように。

お知らせ

1．14 時～使役者の集まり

2．24 時祈りのリレーへご参加ください。

担当：鶴見聖五

福音宣教教会
主管牧師：御国イザヤ

名古屋市中区栄 5丁目 23－8／tel:052-238-6003

主日(日曜)1 部礼拝 7:00 ／ 2 部礼拝 10:00 ／ 3 部礼拝 12:00


